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第１１回徳島医学会賞受賞者紹介
徳島医学会賞は，医学研究の発展と奨励を目的として，
第２１７回徳島医学会平成１０年度夏期学術集会（平成１０年
８月３１日，阿波観光ホテル）から設けられることとなり
ました。年２回（夏期及び冬期）の学術集会での応募演
題の中から最も優れた研究に対して各期ごとに大学関係
者から１名，医師会関係者から１名に贈られます。
第１１回徳島医学会賞は次の２名の方々の受賞が決定い
たしました。両名の方々には次回，第２２８回徳島医学会
学術集会（冬期）授与式にて賞状並びに副賞（賞金１０万
円及び記念品）が授与されます。
尚，受賞論文は本号に掲載しております。
（大学関係者）
きよかげ え み
受賞者氏名：清蔭恵美
生 年 月 日：昭和４０年３月７日
出 身 大 学：徳島大学工学部生
物工学科
所 属：徳島大学大学院医
学研究科博士課程
３年
（社会人大学院
生）
（情報統合医学講座形態情報医学分野）
研 究 内 容：嗅球におけるステロイド合成酵素の局在
受賞にあたり：
この度は，第１１回徳島医学会賞に選出していただきあ
りがとうございました。関係者の皆様に厚く御礼申し上
げます。現在私は，情報統合医学講座形態情報医学分野・
石村和敬教授，樋田一徳助教授の下，ラット及びマウス
嗅球における５αリダクターゼを中心としたステロイド
合成酵素の局在に関する研究を行なっております。脳内
においてコレステロールから de novo 合成される神経ス
テロイドは，これまでに海馬，小脳などでその代謝経路
の存在が報告されていますが，その存在意義は未だ十分
解明されていません。その中で私達は，嗅球でのエスト
ラジオール合成系代謝経路の存在を初めて明らかにしま
した。比較的単純な神経回路を有する嗅球において，匂
い情報を高次脳中枢に伝える投射ニューロンに各種の合
成酵素が共存することから，嗅球機能に神経ステロイド
が深く関与していることが考えられます。今回の受賞を
励みに，神経ステロイドの機能の解明を目的に，更に研
究を進めたいと思います。今後も御指導の程よろしくお
願いいたします。最後になりましたが，御指導をいただ
きました，石村教授，樋田助教授，同分野・山本登志子
助手に心から感謝を申し上げます。
（医師会関係者）
まつおか すぐる
受賞者氏名：松岡 優
生 年 月 日：昭和２３年１２月１７日
出 身 大 学：徳島大学医学部医
学科
所 属：徳島市民病院小児
科
研 究 内 容：I型アレルギー感
作の若年化について
受賞にあたり：
この度は第１１回徳島医学会賞に選出していただき，光
栄に存じます。近年，アレルギー患者の増加がよく指摘
されますが，私達はアレルギーに感作される時期の若年
化および一つのアレルギーが他のアレルギーの原因とな
るアレルギー連鎖について研究しました。
対象は生後３ヵ月から１８歳までの１，１５６名です。１６年
前，同愛記念病院の馬場実先生が報告されたのに比べて，
花粉や真菌への感作が３～４歳ごろであったのが乳児期
後半へとより早期になっていました。さらに，犬や猫に
対しても乳児期から高率に感作されていました。一方，
乳児期前期に高率に感作されていた卵など食物抗原，ま
た乳児期後半から幼児期前半に感作されていた家ゴミや
ダニ抗原に対する抗体出現は１６年前と今日に差がありま
せんでした。アレルギー連鎖からみると，食物への感作
がアトピー性皮膚炎と関連し，さらに吸入抗原への多感
作は喘息へと関連することが示唆されました。すなわち，
質量の大きい蛋白質である，卵への感作，室内環境整備
としてのペットの飼育，カビ・ダニ対策は次へのアレル
ギー連鎖を予防する上で重要であることを示しています。
最後になりましたが，いつも患者を御紹介いただいてい
る各先生方に感謝いたします。今後ともご指導よろしく
御願い申し上げます。
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